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今やすっかり流行語になってしまっ

た“IT”。インターネットの普及で、国

内だけでなく世界中の情報が瞬時に得

られるようになり、“IT革命”の一端を

感じることができるようになりました。

しかし、IT革命が意味することは本当

はどんなことなのでしょうか。またIT

革命とは地域にとってどんな意味を持

つのでしょうか。この点は、まだまだ

抽象的な漠としたもののように思われ

ます。

地域とIT革命

そこで、今回は、ベストセラー『「超」

整理法』の著者であり、自らパソコン、

インターネットを自在に活用し、IT時

代に向けてさまざまなメッセージを発

信しておられる、青山学院大学の野口

悠紀雄教授にお話をお聞きしました。
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野口 悠紀雄氏
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野口：'60年代、'70年代の大型コンピ

ューターを中心とする仕組みから、

パソコンとインターネットを使った

分散的な形へ、情報処理のパターン

が変わったということです。これが

人々の生活や経済の活動に大きな影

響を与えています。「ITとはコンピュ

ーターを使うこと」と思っている人

が多いのですが、それは違います。

パソコンは誰でも使える機械で非常

に安価です。一方、大型コンピュー

ターは数千万円、高いものだと数億

円もする機械ですから、個人ではと

ても購入できません。企業でも大企

業でなければ、所有できません。従

って、そこでの情報処理は集権的に

ならざるを得ませんでした。ところ

が IT革命によって個人のレベルで

も、非常に高度な情報処理が可能に

なったわけで、この点が大きな違い

です。特にここ10年くらいは、イン

ターネットの目覚ましい進展が見ら

れています。インターネットから得

られる情報の信頼性はそれほど高く

はありませんが、大型コンピュータ

ー時代は専用回線のため一般の人が

アクセスできなかったのが、今では

――ここ数年、新聞やテレビでIT
革命という言葉が頻繁に見られて
いますが、IT革命とは一体どうい
うものなのでしょうか。

たことです。例えば、一橋大学時代

にゼミの学生が夏休みの期間、3ヵ月

間もかけて見つけた資料が、インタ

ーネットで3分で見つかってしまっ

た。これまでの社会は資料を探すだ

けで研究者として評価される時代だ

ったので、情報格差を埋めるだけで

研究者としての評価が得られていた

のです。しかし、これからは情報格

差を埋めるだけでは研究者として通

用しない時代になってきたのです。

これは研究者だけではなくて、ジ

ャーナリズムの世界でも同じです。

多くのジャーナリズムの重要な機能

は情報格差を埋めることです。しか

し今では詳細な情報がインターネッ

トで得られますから、将来その機能

が必要かどうかはよく分かっていま

せん。研究者やジャーナリズムなど、

知的生産にかかわる分野では根本的

に大きな変化が生じています。

その象徴的な例がブリタニカ百科

辞典のケースです。印刷物だと全32

巻で13万円もするのですが、今では

その内容がインターネットで無料提

供されています。これは'93年にマイ

クロソフト社がCD-ROM百科辞典

「エンカルタ」を発売したためブリタ

ニカの売上が急速に落ち込んだこと

がきっかけです。内容からいえば、

ブリタニカの方がはるかに優れたも

のだったにもかかわらず、そんな事

態が生じているのです。これはブリ

タニカのような非常に優れた内容の

ものであっても、ビジネスという視

点が成り立たなくなる可能性がある

誰でも非常に安価にインターネット

を使えるようになったことが特徴で

す。このため、すでにインターネッ

トは世界中を覆う通信網になってい

ます。そのように情報通信の仕組み

が変わったことがIT革命です。

野口：10年前に比べると、研究者の

生活は、大きく変わりました。例え

ば、私は'95年に一橋大学から東京大

学に職場が変わりましたが、そのと

きに大量の本を運び出しました。と

ころが、そのうちの半分は使ってい

ません。それは何かというと統計の

本で、今ではインターネットで統計

の情報が入手できるようになったか

らです。それに大型コンピューター

からプリントアウトされた用紙でい

っぱいだった研究室が、パソコンを

使うようになってからは、その紙の

束が消え、環境もずいぶんと変わり

ました。

しかし、外面的な変化だけではあ

りません。これは研究者の本質にか

かわる根幹の部分に変化をもたらし

ているのです。それは何かというと、

情報を得ることが非常に簡単になっ

――それは私たちの生活やビジネ
スにどのような影響を与えている
のでしょうか。
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ことを示唆しています。インターネ

ットで情報が得られるようになって

くると、知的生産活動事態が非常に

大きな危機に直面する。少なくとも

従来のやり方ではやっていけないと

いうことでしょう。この点について、

将来どうなっていくか、我々はまだ

はっきりした答えを持っていません。

しかし非常に大きく変わるというこ

とだけは分かっています。

今、申し上げたのは、研究者やジ

ャーナリスト、一般的な知的活動の

分野ですが、では一般の経済活動に

どのような影響を与えるのか。これ

はまだよく分かっていません。イン

ターネットをうまく活用した経済活

動というものができるのかというこ

と事態がよく分かっていません。ア

メリカの事例で、はっきり分かって

いることは、従来の伝統的なビジネ

スが破壊されるということです。例

えばアマゾン・コムというオンライ

ンの書店があって、そこではインタ

ーネットで本を買えます。アマゾ

ン・コムでは店も店員も不要、在庫

もいらない。だから価格が安くでき

る。そのためにまちのなかに店を構

えるタイプの書店はどんどん必要が

なくなってきます。従来と同じもの

では勝ち目がないわけです。しかし、

それに対して新しいビジネスモデル

が出来上がるかどうかはまだよく分

からないのです。なぜかというとア

マゾン・コムもずっと赤字が続いて

いますし、オンラインのいわゆるe-

ビジネスも収益を出しているわけで

はありません。インターネットは、

誰でも自由に参加できるので、新し

いことが始まれば、どんどん競争者

が入ってきます。従って価格が引き

下げられて、利潤が出る構造になっ

ていないのです。ですから一般的な

経済活動やビジネスについてはまだ

よく分からないことが多いのです。

ただ、従来のものではだめだという

ことだけは、はっきりしています。

これは、“創造的破壊”という言葉で

言い表すことができると思います。

新しいものが生まれるためには古い

ものが破壊されなければならない。

アメリカではその“創造的破壊”が、

この5、6年間で進展しています。古

いビジネスがだめになって、新しい

ビジネスが台頭するという、創造的

破壊の現状が非常に顕著に見られて

いるのです。

IT革命とは何かということをまと

めてみると、分散的な情報処理とい

う通信方法の変化です。これは研究

者や知的活動に大きな影響を与えて

います。一般のビジネスについては、

古いものが通用しなくなることは明

らかですが、新しいものがどうなっ

ていくかということはまだ分からな

いことが多いのです。

野口：“受け止める”のではなく、

どうやってこれを活用するかを考え

るべきです。IT革命とは、誰かが何

かを始めたからやむを得ず対処しな

ければいけないというものではあり

ません。むしろ“積極的に活用すべ

きだ”と思います。地域に関して言

えば、これは重要な意味を持ってい

ます。なぜかというと、非常に明確

なことは、インターネットには物理

的な距離は関係ないからです。つま

り、現在我々はアメリカの情報を日

本の情報と同じように、あるいは日

本の情報よりも詳しく知ることがで

きます。先ほどお話したアマゾン・

コムは本社がシアトルにありますが、

それは別にシアトルにあろうとなか

ろうと関係ありません。ですから地

域というもの、距離ということが、

あまり重要な意味を持たないわけで

す。これは非常に大きなことです。

これまでの産業活動の進展は、経済

活動や人口の都市集中を促進してき

たところがあります。しかしITによ

ってその傾向が逆転する可能性があ

ります。我々は経済の発展は集中だ

と思っていたのですが、よく考えて

――では、地域として、このIT

革命をどのように受け止めてい

けばよいのでしょうか。

地域とIT革命
●Noguchi  Yukio
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みると、それは一般的な変化という

よりも産業革命で生じた技術の特殊

性だった可能性があります。産業革

命で生じた技術というのは、工場制

の技術です。それまでは工業も家内

工業で分散して行われていたのです

が、産業革命の工業というのは動力

を使うために、労働者を一ヵ所に集

める必要がありました。そのために

集中化が起こったと考えることがで

きるのです。そうだとするとIT化の

進展は、この傾向を逆転する可能性

があります。すでにアメリカではこ

の現象が生じています。アメリカは

もともと分散的な社会で、あまり経

済活動の中心地というものはなかっ

たのですが、それがITによって加速

されています。例えばSOHO（スモ

ール・オフィス・ホーム・オフィス）

などもカリフォルニアではかなり進

んでいます。従来オフィスに集まっ

ていたものを分散していこうという

考えです。地域の分散化が可能であ

るということは、ITの大きな特徴で

あって、それをどう積極的にとらえ

るかが重要になってきます。

野口：繰り返しますが、受動的に受

け止めるのではなく、積極的に活用

していくことが重要です。そう考え

ると、札幌は非常に恵まれた条件に

あるので、それをどう活用するかと

いうことになります。従来は東京に

行っていたけれども、東京に行く必

要がなくなるわけです。すでに札幌

ではIT関連企業が集まりつつありま

す。それをもっと進められるかどう

かということです。実はここで重要

なのは、ITに距離は関係ないと言い

ましたが、では分散していてすべて

がうまくいくかというと、そうでは

ないのです。例えばアメリカのシリ

コンバレーには多数のIT企業が集ま

っています。ITで距離に関係がない

のであれば、別に一ヵ所に集まる必

要はないと思うでしょう。しかし、

なぜかシリコンバレーに集積してい

る。それはなぜかというと、シリコ

ンバレーにいることで、フェイス・

トゥ・フェイスの情報交換が可能に

なり、この点が大きなメリットにな

っている可能性が高いのです。それ

はどんな情報交換というと、ITは何

ができるか、将来どういった方向に

――北海道としては、ITの活用方
向をどのように考えていけばよい
のでしょうか。

進むのかといったようなことで、そ

れが事業展開に当たって非常に重要

なのではないかと考えられるのです。

そうすると山の奥にばらばらに企業

が立地できるというわけでもないと

考えられます。そうだとすると、東

京のような混雑や喧騒もなく、日本

のなかで札幌の地域的条件は非常に

恵まれています。生活環境の水準が

高く、フェイス・トゥ・フェイスの

コミュニケーションをしていく上で

も非常に有利です。札幌や福岡など

は、そういった新しいニーズの展開

に対して、もっとも恵まれた、もっ

とも活用すべき条件を持っていると

思います。それをどう活用できるか

を将来の目標として考えていかなけ

ればなりません。

野口：これは決して行政がやること

ではないと思います。むしろ大学が

やるべきことだと思います。アメリ

カのシリコンバレーではスタンフォ

ード大学が重要な役割を担っていま

す。シリコンバレーに新しくできた

企業のほとんどが、スタンフォード

大学と密接な関係があります。例え

――このIT革命を積極的に活用し
ていくための行政や民間、研究機
関などの役割は？
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ばYahoo!（ヤフー）という検索サイ

トは、スタンフォード大学の学生、

デービッド・フィロ、ジェリー・ヤ

ンが創業者ですし、インターネット

のブラウザを作ったNetscape（ネッ

トスケープ）のジム・クラークもス

タンフォード大学の先生です。サ

ン・マイクロ・システムズのSUNは

Stanford University Networkの頭文字

をとって名付けられています。スタ

ンフォード大学の存在がいかに大き

いかお分かりでしょう。ですから、

地域がITを積極的に活用していくた

めに何ができるかと考えると、それ

は大学に課せられた役割が非常に重

要だと思います。札幌にスタンフォ

ード大学のような機能を果たせる大

学があるかどうかです。その点がか

なり重要だと感じます。

野口：それはそれぞれの仕事の内容

によると思います。何か新しいこと

をやるために、常に情報交換が必要

なものは、確かに集積がなければで

きないかもしれません。しかし、そ

――確かにサッポロバレーなど
の注目度は高いのですが、北海
道全体を見渡すと、地方と呼ば
れる地域から技術者が札幌に流
出してしまうという現象も見ら
れています。結局、札幌の一人
勝ちになってしまうのではない
かと。

うでないものもあります。例えば、

税理士や会計士のような仕事。昔、

大学教授や文化人を対象にした別荘

地で学者村という構想がありました

が、それに似たような税理士村や、

会計士村のようなものをつくること

ができるでしょう。そこで最低限必

要なものはおそらく通信インフラで、

あとは生活環境の問題です。これま

でのようなリゾート開発で、一過性

の人を集めるのではなく、もっと定

住的に人を集めていくことを考える

べきです。税理士の仕事などは、会

計的な数字を扱っているだけですか

ら、ITを使えば必ずしもクライアン

トと直接会って話をしなくてもでき

る業務が多いと思います。ですから

東京の企業に対する会計業務のサー

ビスを北海道の風光明媚な地域で行

うことは不可能ではありません。以

前、宮崎のシーガイヤを建設すると

き、県のお役人に、なぜこんなくだ

らないものを作るのだと言ったこと

があります。海のそばにオーシャン

ドームのようなものを作っても意味

がないでしょう。あの辺は環境がい

いので、別荘地にして、もっと違う

形で開発すべきではないかと言いま

したが、全然相手にされませんでし

た。日本国内を見ても、環境につい

て国際的な競争力を持っているとこ

ろはないと思います。いかに北海道

といえども、世界の情報が入ってく

るようになれば、スキーだって、北

海道よりカナダに行った方がいいと

思われるようになるでしょう。北海

道ですら、どこに行っても人工物か

ら逃れられません。観光の面では国

際競争力は持ち合わせていないと思

います。それよりも、もっとビジネ

スに特化すべきです。それは十分開

発が可能だと思います。札幌がいい

のか、あるいは道内のほかの地域が

いいのかという具体的なことは、そ

れぞれの仕事によるでしょうから、

一概にどこがいいとは言えませんが、

必ずしも札幌でなくてもできるとい

うことは言えると思います。そうし

たとき、例えば税理士村のようなも

のを想定すれば、それは個人では難

しいので、大学のような研究機関だ

けではなく、行政の支援も必要でし

ょうし、あるいは民間の協力も必要

かもしれません。ただこれまでの第3

セクターの結果を見ても明らかなよ

うに、政府や行政が前に出てきてい

いことはありません。一般的な社会

や制度の規制がITの進展を阻んでい

ます。その典型が、書籍や雑誌の価

格を拘束する再販制度です。これは

政府の規制ではありませんが、新聞

社や出版社が再販制を堅持している

限り、オンラインの書籍販売も配送

料分が高くなるだけで、あまり意味

がありません。そういった現在の余

計な規制を止めていくことが第一で

す。いろいろな制度の障害が、ITの

進展を阻んでいるのです。行政で言

うと会計法の壁があります。例えば

国立大学では会計法の規制から免れ

ることはできないので、アメリカの

オンラインで本は買えません。これ

地域とIT革命
●Noguchi  Yukio
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を利用するとなると、研究者のポケ

ットマネーが減ってしまうのです。

野口：最初にお話したように、ITと

は分散的なシステムであるというこ

とが重要です。つまり集中的ではな

いので、政府や行政が推進してもい

いことはなくて、一人ひとりがやる

しかないのです。アメリカ社会がIT

に即応できたのは、もともと分散社

会だったからで、当たり前のことな

のです。ですからITは、アメリカ社

会に非常に適した技術だったわけで、

逆に言うとこれは日本には適してい

ないとも言えるのです。日本はITに

関して、世界標準のなかで著しく遅

れています。この遅れはもう取り戻

せないかもしれません。

――では、ITを積極的に活用して
いくために、どんなことを心がけ
ていけばよいのでしょうか。

野口：インフラ整備も必要ないとは

言いませんが、それでは公共事業で

ハコものを作っているのと同じこと

になってしまいます。それよりも、

ものの考え方を変えることが第一で

す。IT革命では、従来の社会とは全

く違う発想が必要になります。その

考え方が変わらなければだめです。

ITも通信インフラを整備するという

発想ではなく、活用することを考え

ていくべきです。そして何よりも重

要なことは、政府や行政に頼らず、

一人ひとりが考え、新しい発想でIT

を活用していくことでしょう。

――ありがとうございました。

――そんな状況のなかで、我々は
これからどのように立ち向かえば
よいのでしょう。例えば、地方で
はまだまだ通信インフラの整備も
できていないところもあります。

野口氏の最新著作『インターネット
「超」活用法2001』（講談社刊、写真
左）。インターネットでどんなことが
できるのか、IT革命とは何かが分かり
やすく解説されているほか、野口氏の
公式ホームページ『野口悠紀雄
O n l i n e 』 （ 写 真 上 、
http://www.noguchi.co.jp/）の
活用法も紹介されている。ホームペー
ジ内の「インターネット情報源」は、
ニュース・メディア、政府、大学、図

書館、経済情報、各種データベースなど、優れたサイトを紹介し
ている（なおインターネット情報源利用には『インターネット
「超」活用法2001』の付属パスワードが必要）。

プロフィール
青山学院大学教授

野口　悠紀雄（のぐち　ゆきお）

青山学院大学教授（大学院国際マネジメント研究科）。'40年東
京生まれ。東京大学工学部卒業、エール大学経済学部大学院
博士課程修了（経済学博士）。大蔵省、一橋大学教授、東京大
学教授を経て、'01年4月より現職。『「超」整理法』（中公新書）、
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